
今月の主な内容 今月の表紙

春の叙勲について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
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まちの話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５
健康・福祉ガイド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６～７
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総合運動場  多目的人工芝グラウンド  オープン・・・・・16　　

　生石高原の開幕を告げる山開きが、４月 29 日
に行われました。勇壮な野上八幡太鼓による演奏
もあり、山頂は大変にぎわいをみせていました。
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平
成
20
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
山

本
順
造
氏
（
動
木
）
が
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
れ
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
山
本
氏

は
、
昭
和
29
年
に
旧
東
野
上
町
消
防
団

に
入
団
さ
れ
た
後
、
旧
野
上
町
消
防
団

班
長
、
分
団
長
を
務
め
ら
れ
、
昭
和
62

年
に
副
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
一

朝
有
事
に
際
し
て
は
、
率
先
し
て
団
員

の
先
頭
に
立
ち
、
指
導
に
努
め
る
中
、

２
５
８
名
の
多
数
の
団
員
を
掌
握
し
、
町

消
防
団
の
伸
展
に
寄
与
し
、
装
備
の
充

実
や
防
災
体
制
の
強
化
等
消
防
団
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
度
の
受
章
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

春
の
叙
勲

　
　

山
本
順
造
氏
に
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞
宝
単
光
章

山本順造氏（77）
動木1664番地

和
歌
山
県
自
動
車
整
備
振
興
会
和
歌
山
支
部
と

　
　

災
害
応
援
協
定
締
結
！！

　

２
０
０
８
年
版
「
地
震
動
予
測
地
図
」

に
よ
る
と
、
30
年
以
内
に
和
歌
山
県
が
震

度
６
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
確
率

が
３
５
．
１
％
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
５
月
９
日
和

歌
山
県
自
動
車
整
備
振
興
会
和
歌
山
支

部
（
嶋
﨑
支
部
長
）
と
「
災
害
発
生
時
に

お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
応
援
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
大
規
模
災
害

時
に
お
い
て
ク
レ
ー
ン
、
ウ
イ
ン
チ
等
に

よ
る
被
災
者
の
救
助
、
応
急
措
置
、
ま
た
、

レ
ッ
カ
ー
車
等
に
よ
る
緊
急
車
両
通
行

の
た
め
の
障
害
物
の
除
去
を
行
い
、
混

乱
を
回
避
し
ま
す
。

　

紀
美
野
町
で
は
、
今
後
も
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
備
え
、
防
災
体
制
の
充

実
に
努
め
、
住
民
及
び
地
域
の
安
全
を

確
保
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

協定書を交わす
寺本町長と嶋﨑支部長

防災行政無線により
警報発令などを自動放送します！
　防災行政無線を活用して、気象庁との連動により気

象警報（大雨、暴風、暴風雪、大雪、洪水、高潮、波浪）

が発令されたとき、また震度４以上の地震が発生した

とき、発令・発生と同時に自動的にリアルタイムに放

送されます。

2009年1月、上場会社の株券が電子化されます !!

●株券電子化により、上場会社の株券は無効となり、株主の権利は

　証券会社などの金融機関の口座で電子的に管理されます。

●お手元の株券が本人名義になっていない場合は、電子化により

　株主としての権利を失うおそれがありますので、株券電子化の

　実施前までに名義書換が必要です。

　　　　  電子化に関するお問い合わせは下記まで。

　　　　　　日本証券業協会　証券決済制度改革推進センター

　　　　　　　　　　　　℡ 03-3667-4500（平日 9:00 ～ 17:00）

６月は、来日外国人犯罪対策
及び不法滞在・不法就労防止
のための活動強化月間
～不法滞在は治安悪化の一因です～

　「不法滞在・不法就労しているので

は？」と思ったら、どんな小さな情報

でも構いませんので、最寄りの交番、

駐在所、海南警察署まで連絡してくだ

さい。

海南警察署　℡ 073-482-0110
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来
る
７
月
27
日
、
湯
浅
町
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
和
歌
山
県
主
催
の
第
22
回
和
歌

山
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
、
海
草
郡

を
代
表
し
て
紀
美
野
町
消
防
団
第
13
分
団

(

国
吉
地
区)

が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

に
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
消
防
団

員
の
士
気
の
高
揚
と
消
防
技
術
の
向
上
を

図
る
こ
と
に
よ
り
消
防
力
の
充
実
強
化
を

期
し
、
併
せ
て
消
防
団
員
相
互
の
親
睦
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
２
年
に
１

度
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
１
日
、
午
後
７
時
30
分
か
ら
慶
風

高
等
学
校
体
育
館
で
第
13
分
団
員
を
は
じ

め
、
地
元
区
長
さ
ん
、
消
防
署
員
ら
関
係

者
が
出
席
し
て
訓
練
開
始
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
寺
本
町
長
を
は
じ
め
橋
本
消
防
団

長
、
榎
本
国
吉
地
区
代
表
区
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に

桐
浴
第
13
分
団
長
よ
り
出
場
選
手
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
署
員
の
指
導
で
礼
式
等

の
基
本
動
作
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
大
会
に

向
け
、
毎
週
２
回
（
火
曜
日
、
金
曜
日
）、

午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
同
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
訓
練
に
励
ま
れ
ま
す
。 

 
 

　

出
場
選
手
は
、
中
家
徹
氏
、
中
尾
衡
喜

氏
、
東
浦
功
三
氏
、
塚
田
勝
也
氏
、
前     

　

孝
治
氏
の
５
名
で
す
。

　

御
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

５
月
13
日
、
午
後
７
時
30
分
か
ら
文
化

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
、
第
２
回
シ
ル
バ
ー

交
通
安
全
大
学
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
10
名
は
、
海
南
警
察
署
尾お

保ぼ

手て

交
通
課
長
の
指
導
の
も
と
、
夜
間
の
服
装

や
反
射
材
の
効
果
、
ま
た
、
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
た
対
向
車
の
前
を
横
切
る
時
、
歩
行

者
が
見
え
な
く
な
る
現
象
（
蒸
発
現
象
）

を
体
験
し
て
、
夜
間
運
転
及
び
歩
行
時
の

注
意
点
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

　

☆
町
民
の
皆
さ
ん
！ 

夜
間
の
外
出
は

で
き
る
だ
け
控
え
て
、
外
出
す
る
時
は
明

る
い
服
装
で
、
反
射
材
な
ど
を
着
け
て
出

か
け
ま
し
ょ
う
。
！
☆

和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
向
け

　
　
　
　
　

訓
練
を
開
始
！！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
美
野
町
消
防
団　

第
13
分
団
（
国
吉
地
区
）

蒸
発
現
象
な
ど
を
体
験
！！

　

第
２
回
シ
ル
バ
ー

　
　

交
通
安
全
大
学
開
催夜間における運転の注意点などを学ぶ受講者

訓練に励む選手の皆さん（5月9日・慶風高等学校グラウンド）

訓練開始式（5月1日・慶風高等学校体育館）
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「８０２０」運動・・・８０歳になっても
自分の歯を２０本以上保とうという運動です。
　歯を失う主な原因は虫歯と歯周病。とくに歯周病は、痛
みなどの自覚症状がほとんどないだけに、気づいたときに
は、すでに歯を保てない状態ということも少なくありませ
ん。歯周病の予防・治療は、歯を失わないための最も重要
なポイントです。歯周病の直接の原因は歯周病菌ですが、
歯周病菌のすみかとなる歯垢をためやすい悪い生活習慣に
も注意が必要です。例えば、間食が多い、よく噛まずに食
べる、やわらかいものを好んで食べる、ストレスをためや
すい、タバコを吸う、食べてから歯磨きせずに寝てしまう
など歯をきちんと磨かないなどの悪い生活習慣です。又歯
周病は全身のさまざまなところに影響を及ぼします。

歯周病と関係があると考えられている病気は
　狭心症・心筋梗塞　糖尿病　動脈硬化　がん
　肥満などの生活習慣病や
　心内膜炎　認知症　肺炎　骨粗しょう症
　胎児の低体重・早産　バージャー病などです。
　　メタボリック症候群の予防や糖尿病の予防、動脈硬化や
狭心症・心筋梗塞などの深刻な病気にならないためにも歯
周病予防は必要です。
　　現在各市町村での節目検診（４０，５０，６０，７０歳）
の歯周病検診も積極的に受けて歯周病予防に心がけたいも
のです。節目検診も海南歯科医師会のどこの歯科医院でも
受けられます。

平成２０年４月から健康診査が変わりました！！
　従来の基本健康診査が、メタボリックシンドローム予防を目的とした「特定健康診査」に
変わりました。特定健康診査は、各医療保険者が実施します。

平成２０年１０月１日～平成２１年３月３１日の間に７５歳の誕生日を迎える方へ
健康診査をご希望の方は、保健福祉課までお問い合わせ下さい。【℡０７３－４８９－９９６０】

ご存知ですか？ ６月４日～１０日は“歯の衛生週間”です
平成２０年度　
歯・口の健康に関する図画・ポスター展並び
に歯・口の健康啓発標語展　
　「海南市・紀美野町内の小中学生の
虫歯予防ポスター及び歯・口の健康啓発標語展」

日時　平成２０年６月７日（土）午前１０時～午後４時３０分
　　　平成２０年６月８日（日）午前１０時～午後３時００分
場所　海南市保健福祉センター２階
主催　海南市・紀美野町教育委員会、海南歯科医師会

「歯の衛生週間」歯の健康イベントの開催のお知らせ
　「からだの健康は歯と歯ぐきから
　　　　　　　　・・健康で長生きするために」　
　　　　　　　　　みんなの願い「８０２０」
　　　　　　　　　　　　主催　海南歯科医師会

海南歯科医師会（会員４２名、診療所数３８軒）では、
歯・口の健康に関する図画ポスター及び啓発標語展の開
催期間中、同会場の海南市保健センター２階において、
海南市や紀美野町又その近辺にお住まいの方々の歯の
健康を維持し、いつまでもよい歯でよく噛み健康で長生
きするために「歯の健康イベント」を開催いたします。

1、小中学生のむし歯予防ポスターの展示
2、歯・口の無料検診および健康相談
　　（虫歯、歯周病、歯並び、その他）
3、無料フッ素塗布
4、ブラッシング指導とブラッシングの為の
　 セルフケア道具の紹介
5、口腔内カメラ
6、歯科衛生士による人形劇
7、訪問診療器材の展示
8、簡単に出来る歯周病のセルフチェック

　などイベント盛りだくさんで開催します。この機会に是
非皆様おそろいで御来場ください。

４０歳から７４歳までの方

　加入している医療保険者（国民健康保険、社会保険、共済組合等）が特定
健康診査を実施します。該当保険者にお問い合わせ下さい。
　紀美野町国民健康保険に加入されている方は、町（保険者）が実施する特
定健診を受診して下さい。（３月末に受診券・詳細文を個人あてに郵送してい
ます。ご確認下さい。）

７５歳以上の方
（平成２０年９月末時点で
 ７５歳になる方を含みます）

　和歌山県後期高齢者医療広域連合より、５月中旬に後期高齢者医療制度加
入のすべての方に健康診査の申込書を郵送しています。（S8.7.2~S8.9.30 生ま
れの方は、7月～ 9月にかけて随時郵送されます。）
　健康診査をお申込みの方には、９月末に受診券等を郵送しますので、指定
の医療機関にて１０月から健康診査を受けて下さい。
【問い合わせ・申し込み先：和歌山県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡０７３－４２８－６６８８】

海南市

穴原歯科、あっそ歯科、井内歯科、石山歯科、
今村歯科、今西歯科、岡田歯科、片山歯科、
金川歯科、河西歯科、児島歯科、重根歯科、
田井歯科、田岡歯科、高橋歯科、玉置歯科、
塚本歯科、寺本歯科、中山歯科、中山たく歯科、
林歯科、平田歯科、ホワイト歯科、間藤歯科、
丸山歯科、溝端歯科、山崎歯科、山田歯科、
山本歯科、吉川歯科

海南市下津町 池田歯科、岡歯科、荻野歯科、新田歯科、
沼田歯科

紀美野町 河野歯科、西田歯科、吉村歯科

現在の海南歯科医師会　会員診療所名（あいうえお順）
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４
月
30
日
、
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
春
季
大
会
が
開
か
れ
、

１
０
６
名
の
会
員
が
晴
天
の
も
と

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
親
睦
を

図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
９
日
に
は
農
村
総

合
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第

４
回
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
か
れ
、

25
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
午

前
中
９
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
予
選

が
行
わ
れ
、
勝
ち
残
っ
た
９
チ
ー

ム
が
午
後
か
ら
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
５
月
16
日
に
は
、
ふ

れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

第
４
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

か
れ
、
１
４
２
名
の
会
員
が
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
春
季
大
会

【
男
性
】

優　

勝　

湯
上
敏
夫（
下
佐
々
）43
打

準
優
勝　

前
田
繁
弘（
鎌　

滝
）46
打

３　

位　

萩　

圭
弘（
安　

井
）47
打

【
女
性
】

優　

勝 　
山
本
芳
子（
福    

田
）48
打

準
優
勝 　
井
上
満
智
子（
福    

田
）48
打

３　

位 　
妹
脊
ト
ミ
コ（
神
野
市
場
）49
打

ペ
タ
ン
ク
大
会

優　

勝　

下
佐
々
Ｂ

準
優
勝　

上
神
野
Ｂ　
　

３　

位　

有
ノ
木
Ａ　

４　

位　

下
佐
々
Ｄ　

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
な
ど

　

３
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

開
か
れ
る
！！

　
　

         　

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

　

５
月
14
日
、
小
川
保
育
所
で
親

子
８
組
が
参
加
し
て
、
コ
ア
ラ
教

室
（
１
歳
６
カ
月
か
ら
保
育
所
入

所
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
対
象
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
員
で
童
謡
を
歌
っ
た
あ
と
、

保
育
所
周
辺
へ
散
歩
に
で
か
け
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
い

だ
子
ど
も
た
ち
は
、
道
沿
い
に
咲

く
花
や
小
川
で
泳
ぐ
魚
を
見
た
り

し
て
楽
し
く
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　　
「
看
護
の
日
（
12
日
）」
に
ち
な

ん
で
５
月
15
日
、
野
上
厚
生
総
合

病
院
で
「
看
護
の
日
」
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
な
ど
で
入
院
さ
れ
て
い
る

方
々
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
、
白
衣
姿
の
看
護
師

64
名
が
ろ
う
そ
く
を
手
に
、
病
院

５
階
か
ら
３
階
の
病
棟
内
を
静
々

と
歩
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
階

玄
関
ホ
ー
ル
で
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
賛
歌
の
合
唱
や
桃
太
郎
の
劇
な

ど
が
催
さ
れ
、
患
者
さ
ん
ら
か
ら

大
き
な
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

５
月
18
日
、
町
民
一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
、
各
地
域
で
早
朝
よ
り
多

く
の
方
々
が
道
路
脇
や
側
溝
の
清

掃
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み
や
空
き
缶

な
ど
を
拾
い
集
め
、
大
変
き
れ
い

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
さ
ら
に
美
し
い
ま
ち
を
目

指
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
、
小
川
保
育
所
で
親

上位入賞者の皆さん

ペタンク大会

春
の
散
歩

　
　
　

コ
ア
ラ
教
室

散歩を楽しむ親子

「
看
護
の
日
」
の

　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！！

　
　
　

野
上
厚
生
総
合
病
院

ま
ち
を
き
れ
い
に　

　
　
町
民
一
斉
清
掃
を
実
施 合唱などを聴く

患者の皆さん

道路脇の草を刈る住民の
皆さん（小畑地区）

ゲートゴルフ春季大会
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事業名 対象・内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

６月 10日（火）
６月 24日（火）

9：00～11：00
9：00～11：00

エイズ検査 エイズの各種相談 ６月 10日（火）
６月 24日（火）

9：00～11：00
9：00～11：00

検便 ６月 10日（火）
６月 24日（火）

9：00～11：00
9：00～11：00

こころの
健康相談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。

６月11日（水）
６月19日（木）

9：00～
13：30～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

６月 10日（火）
６月 24日（火）

10：00～11：00
10：00～11：00

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日 9：00～ 17：00

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断
された場合は約２週間後）にお知らせします。

６月 24日（火）17：00～19：00

★保育所開放のご案内〈申し込みは、各保育所まで〉

○コアラ　　　　６月１１日（水）９：３０～１１：３０　自然体験世代交流センター（紙遊び）  
○カンガルー　　６月２４日（火）９：３０～１１：００　子育て支援センター  
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。 

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

海 南 保 健 所 だ よ り

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中939　（℡482－ 0600） 

６月の日程
■場　所：総合福祉センター
　　　　　4 日・11 日・18 日・25 日
　　　　　（毎週水曜日）
　　　　　神野支所 6日（金）・19日（木）
■時　間：９：００～１１：００
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず
　持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・
　骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
保健福祉課　℡４８９－９９６０
住民・福祉室　℡４９５－３４６４

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）TEL489－9960（直通）
　　　　　休日・夜間（17：30以降）TEL489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

★遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター　℡４８９－９７１１　まで〉
※留守の場合は、第二保育所

※予約制です。

○第一保育所：６月3日（火）・17日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：６月9日（月）・23日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：６月6日（金）・20日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：６月4日（水）・18日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：６月11日（水）・25日（水）℡４９９－０１３１

※予約制です。

※予約制です。
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　麻しんは、麻しんウイルスによって起こります。感染力が強く、予防接種を受けないと、多くの人がかかる病気です。
免疫がないと大人もかかります。肺炎や脳炎 (1/1000 人の割合 ) を合併することがあります。　風しんは、風しんウ
イルスによって起こります。発疹の出る前後約 1週間は感染力があるといわれています。麻しんも風しんも、患者の
せきやくしゃみのしぶきに含まれるウイルスを吸い込むことによって感染しますので、予防のために必ず予防接種を
受けてください。

障がい者巡回相談のお知らせ
指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のた
めの必要な援助などを行います。
巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対　象　者 月　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方 ６月３日（火） 総合福祉センター　 9：30 ～ 12：00

美里支所　　　　　13：30 ～ 16：00

野上厚生病院内
相談支援事業者
℡ 489-2908

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

６月１８日（水） 総合福祉センター　 9：30 ～ 12：00
美里支所　　　　　13：30 ～ 16：00

　　　　　（あおい）　
療育センターＡＯＩ
℡ 483-0454

― 麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチンの接種 ―

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

予防接種対象年齢・実施日・実施場所
１期 -1 ２ヵ月～２４ヵ月児　★日程については、衛生カレンダーをご覧ください。

※対象の方には、日程・場所等の詳細について個人通知いたします。

皆さん！年1回の健診はお済みでしょうか？
☆いつまでも自分らしく、輝いた人生を送るためには、健康であることが一番です。
　年に一度は健診を受け、健康の自己管理に努めましょう☆

２期 - 保育所等の年長児に相当する年齢の者 5月 26 日 ( 月 )　総合福祉センター

３期 - 中学１年生に相当する年齢の者
6月 11 日 ( 水 )　長谷毛原中学校
6月 18 日 ( 水 )　野上中学校
6月 19 日 ( 木 )　美里中学校

４期 - 高校３年生に相当する年齢の者 8月  4 日 ( 月 )　総合福祉センター
8月 20 日 ( 水 )　総合福祉センター

日　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診

6 月  5 日（木）：8時～受付 自然体験世代交流センター ○ ○ ○ × × ×
6月  8 日（日）：8時～受付 長谷毛原診療所 × ○ ○ ○ ○ ○
6月 12 日（木）：8時～受付 真国区民センター ○ ○ ○ × × ×
7月 13 日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月 24 日（日）：8時～受付 美里支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 月 9 日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
■国保特定健診対象者：40-74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500円（40歳以上は無料）。

※上記以外にも、医療機関での個別検診や、国保人間ドック・脳ドック・歯科ドック等もご利用いただけます。
詳細は保健福祉課までお問合せください。　　保健福祉課：℡　４８９－９９６０（総合福祉センター内）

麻
ま

しん・

風
ふう

しんの

【平成 20年度の集団健診日程を紹介します（6月以降分）。】申し込みは保健福祉課まで！
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町
税
等
は
納
期
内
に

                
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
20
年
度
町
税
及
び
各
種
保

険
料
の
納
税
（
付
）
通
知
書
の
発

送
時
期
と
納
期
限
は
、
左
記
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
各
納
期
ま
で
に

必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、

特
に
６
月
30
日
は
、
町
県
民
税
第

１
期
分
の
納
期
限
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
、
確

実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

（
℡
４
８
９―

５
９
０
５
）
へ
。

 

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
の

   

仮
徴
収
額
の
変
更
に
つ
い
て

　

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
介
護
保
険
料
に
つ
き
ま
し

て
、
仮
徴
収
額
と
保
険
料
確
定
後

の
本
徴
収
額
と
の
差
を
少
な
く
す

る
た
め
、
今
回
６
月
と
８
月
の
年

金
天
引
き
額
を
変
更
（
増
額
ま
た

は
減
額
）
し
ま
す
。（
平
準
化
と

い
い
ま
す
。）

　

平
準
化
対
象
の
方
に
は
、
５
月

下
旬
に
仮
徴
収
額
変
更
通
知
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
詳
し

い
説
明
に
つ
き
ま
し
て
は
税
務
課

（
℡
４
８
９―

５
９
０
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

町
県
民
税
の
減
額
還
付
が　

  
  

受
け
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

税
源
移
譲
の
経
過
措
置
と
し

て
、
平
成
18
年
分
の
所
得
税
は
納

め
た
が
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税

は
納
め
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
分
町

県
民
税
を
納
め
た
市
町
村
へ
申
告

す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
19
年
度

分
町
県
民
税
が
減
額
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
税

務
課
町
県
民
税
係
に
お
尋
ね
下
さ

い
。
尚
、
対
象
に
な
る
可
能
性
の

有
る
方
に
は
、
６
月
下
旬
頃
に
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

減
額
措
置
申
告
受
付
期
間

　

平
成
20
年
７
月
１
日
〜
平
成
20

年
７
月
31
日

紀
美
野
町
役
場　

税
務
課　

町
県

民
税
係　

℡
４
８
９―

５
９
０
５

 

児
童
手
当
等
受
給
者
の

　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
へ

◎　

児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
所
得

や
扶
養
者
等
の
確
認
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
生
・
転
入
等
に
よ

り
新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た

場
合
、
児
童
手
当
等
を
受
給
す

る
に
は
、「
認
定
請
求
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

◎
手
当
月
額

<
０
歳
以
上
３
歳
未
満>

第
１
子
・
第
２
子　

月
額
１
万
円

第
３
子
以
降　
　

月
額
１
万
円

<

３
歳
以
上>

第
１
子
・
第
２
子　

月
額
５
千
円

第
３
子
以
降　
　

   
月
額
１
万
円

◎
６
月
支
払
い
（
２
月
〜
５
月
分
）

は
、
６
月
10
日
に
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
）
保
健
福
祉
課

℡
４
８
９―

９
９
６
０
ま
で

町
税
等
は
納
期
内
に

                
納
め
ま
し
ょ
う

期　別税　目 発送時期 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期
固 定 資 産 税 発送済 ４月３０日 　７月３１日 １２月２５日 ３月２日 ―
軽 自 動 車 税 発送済 ６月２日 ― ― ― ―
町 県 民 税 6月中旬 ６月３０日 ９月１日 １０月３１日 ２月２日 ―
国民健康保険税 7月中旬 ７月３１日 ９月３０日 １２月１日 ２月２日 ３月３１日
介 護 保 険 料
（普通徴収分） 7月中旬 ７月３１日 ９月３０日 １２月１日 ２月２日 ３月３１日

平成２０年度　紀美野町税･保険料　納期限一覧

1期 2期 3 期 4 期 5 期 6 期 7 期 8 期 9 期
7月31日 9月1日 9月30日 10月31日 12月1日 12月25日 2月2日 3月2日 3月31日

後期高齢者医療保険料（普通徴収分）

社会保険事務局からのお知らせ
被保険者の方にも「ねんきん特別便」
が送付されます

　　６月から、被保険者の方にも「ねんきん特別便」が送付
されます。４月以降に送付される方（緑色の封筒）は、コ
ンピュータによる名寄せ作業の結果、お届けした記録以
外には、記録がないと思われる方です。ただし、平成８年
１２月以前に旧姓で国民年金や厚生年金に加入していた記
録は、別の番号で管理している場合があります。当時の記
録が漏れていないか、ご注意ください。
　送付しました記録に漏れや誤りがある場合は、漏れ、誤
りの期間や記録をできるだけ詳しくご記入ください。記録
が正しい方も、必ず回答をお願いいたします。ご回答の際は、
同封の返信用封筒をご利用ください。
　発送は１０月末までの期間に順次行います。ご家族であっ
ても、お届けする時期は異なります。
　送付された記録に、ご不明な点がありましたら、「ねんき
ん特別便専用ダイヤル」（0570-058-555、IP 電話・
PHSからは03-6700-1144）へお問い合わせください。
時間帯によってはつながりにくいことがあります。ご面倒
ですが、何度かお問い合わせいただきますよう、よろしく
お願い申し上げます。
　年金記録を正しく管理していくために、皆さまのご協力
をお願いいたします。

国民年金保険料の納付が困難なとき
は、免除制度があります

　　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納付する
ことが困難な場合に、保険料の免除を受けられる制度
があります。
　保険料の免除は、本人・配偶者・世帯主の全員の前
年所得（４月～６月までは前々年所得）が、それぞれ
一定基準以下の必要があります。所得により、全額免除、
※1/4免除、半額免除、3/4免除（※以下、一部免除）
があります。３０歳未満の方には、世帯主の所得を除
いて審査する、若年者納付猶予制度があります。
　一部免除の承認を受けた方は、残りの保険料を納付
しなければ、未納期間となります。必ず納付してくだ
さい。
　承認期間は毎年７月から翌年６月までです。
　申請は、原則として毎年必要ですが、平成１９年度
に全額免除・若年者納付猶予制度の承認を受けた方で、
申請時に翌年度以降も申請する申込みをされた方は、
改めて申請していただかなくても自動的に審査の上、
結果を送付いたします。
　申請先は市町村役場・住民課です。
　なお、免除の承認期間については、１０年以内であ
れば納付すること（追納）ができます。承認を受けた
期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納する場
合は、当時の保険料に加算額がつきます。追納のお申
込み先は、お近くの社会保険事務所です。

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
の

   

仮
徴
収
額
の
変
更
に
つ
い
て

児
童
手
当
等
受
給
者
の

　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
へ
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防衛省より自衛官募集のお知らせ
 募集種目　２等陸・海・空士自衛官
応募資格　18歳以上 27歳未満の男子
受付期間　平成 20年６月６日（金）まで
試  験  日　平成 20年６月７日（土）
試験会場　和歌山県民文化会館
試験科目　学科試験（国語・数学・社会及び作文）
 　  口述試験・適正検査及び身体検査

問い合わせ  
自衛隊和歌山地方協力本部有田募集案内所  
〒６４９－０３１６　有田市宮崎町１０６－２ 
℡　０７３７－８２－６６３１  
　＊自衛隊和歌山地方協力本部海南募集案内所は
　平成 20年５月に「自衛隊和歌山地方協力本部
　有田募集案内所」と名称を変更し移転しました。

事業計画策定委員募集のお知らせ
　紀美野町では、平成２１年度からの介護保険事業の基と

なる「介護保険事業計画」を見直すための策定委員会を設
置します。
　また、障害福祉の「障害福祉計画」の見直しも併せて行
います。
　委員会は、全４回の開催予定で、主に学識経験者、保健・
福祉・医療関係者等から構成される予定ですが、町民の方々
からも広くご意見をお聞きしたいと考え、次の要領で募集
を行います。

＊詳しくは保健福祉課　紀美野町下佐々１４０８－４
（℡　４８９－９９６０）湯上ひとみまで

応募資格 町内在住の４０歳以上の方で保健・福祉・医
療に関心のある方

応募人数 ２名（応募者多数の場合は、介護問題に関す
る作文を提出していただく場合があります）

応募方法 電話で、平成２０年６月１６日（月）までに
保健福祉課までお申し込みください。

臨時介護職員・臨時調理職員
募集について　　《やすらぎ園》
職　　種 採用予定者数 応募資格 年　　齢

臨時介護職員 若干名 特に問わない 制限なし

臨時調理職員 若干名 調理師資格を
有する者 制限なし

勤務場所 海草郡紀美野町下佐々１４０８番地７
特別養護老人ホームやすらぎ園内

選考方法 面接試験
選考日 随時
社会保険の
加入 有

雇用保険

日額で契約する職員
※月額で契約する職員となった場合は、和歌
山県市町村職員退職手当事務組合に加入のた
め雇用保険には加入できません。

待　　遇

介護職員　日額 8,000 円
調理職員　日額 6,500 円
各種手当　通勤手当・時間外勤務手当・夜間
　　　　　勤務手当・休日勤務手当
※ 6ヶ月経過後月額職員に登用の途有り

月額職員

待　　遇

介護職員　160,000 円
調理職員　150,000 円
各種手当　通勤手当・時間外勤務手当・夜間
勤務手当・休日勤務手当・ 6・12月割増賃金 
1 ヶ月
※昇給制度有

問い合わせ
特別養護老人ホームやすらぎ園事務局
℡：073-489-3631

職業訓練生の募集
　就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
　募集訓練科　　
   ・テクニカルオペレーション科 
   ・テクニカルメタルワーク科
   ・ビル管理科　 ・ビジネスワーク科　
訓練期間
   ７月２日（水）～ 12月 25日（木）
募集締切期日
   ６月 13日（金）
受講料
   無料（但し、テキスト代等は自己負担）

問い合わせ  
独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター
訓練課
 ℡０７３（４６１）５６４９

特許相談会（無料）の開催について
　今までに無かった新しい技術（特許）を考案している
方、使い勝手がよく斬新なデザイン（意匠）の物品を創
造している方、商品などに使用する自社オリジナルの標
識（商標）等を考えている方は、特許庁が中小企業庁と
連携して開催する、産業財産権相談会（無料）をご利用
してみてはいかがですか。
　ビジネスを有利に導く独占権（特許権、実用新案権、
意匠権、商標権）を得るための制度、費用、手順などに
ついて、専門の相談員（弁理士）が無料で説明、助言、
指導を行います。
　お気軽にご利用ください。

申込み及び問合せ先
紀美野町商工会　℡　０７３－４８９－３２６０

主　　催　特許庁
協　　力　紀美野町商工会、日本弁理士会近畿支部
実施機関　（社）発明協会和歌山県支部

1. と　き 平成２０年６月１９日（木）　
13：30～ 16：30

2. ところ 紀美野町商工会館　本所　２階

3. 相談員 杉本特許事務所　弁理士　杉本勝徳
氏

4. 内　容 産業財産権全般
5. 相談形態 個別相談
6. 参加費 無料

7. 申込み

相談会は、待ち時間の解消と相談時
間を確保するため予約制を取ってい
ます。
紀美野町商工会まで、お電話にてお
申し込みください。

（※介護職員については、資格取得に伴う援助制度有）
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７
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時

【
予
備
日
】
７
月
20
日
（
日
）

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

一
人　

１
，
５
０
０
円

《
野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

会
員
１
，
０
０
０
円
》

■
申
込
み　

６
月
16
日
（
月
）

〜
７
月
４
日
（
金
）
の
間
に
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
（
任
意
様
式
）
の

上
、
参
加
費
と
共
に
中
央
公

民
館
又
は
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
。
※
申
込
期
間
中
の
キ
ャ

ン
セ
ル
は
返
金
し
ま
す
。
申

込
期
間
外
及
び
予
備
日
へ
の

変
更
で
の
返
金
は
致
し
ま
せ

ん
。

■
そ
の
他　

東
西
南
北
コ
ー
ス

（
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー
）。
表
彰

は
、
１
位
〜
３
位
、
飛
び
賞

ほ
か
。
荒
天
延
期
（
態
度
決

定
午
前
６
時
）。
不
明
の
場

合
は
中
央
公
民
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
入
場
料　

全
自
由
席　

前
売
り　

２
，
０
０
０
円

当　

日　

２
，
５
０
０
円

■
前
売
り
開
始
日　

７
月
４
日
（
金
）
か
ら

※
予
約
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
前
売
り
で
完
売
の
場
合

は
、
当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
未
就
学
児
同
伴
の
ご
入

場
は
お
断
り
し
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所 

【
紀
美
野
町
内
】
文
化
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
美

里
支
所
、
国
吉
・
長
谷
毛
原
・

真
国
出
張
所
、
小
川
・
志

賀
野
地
区
公
民
館

【
他
所
・
和
歌
山
市
内
】
イ

シ
イ
楽
器
店
（
イ
ズ
ミ
ヤ

和
歌
山
店
内
）

■
主
催　

紀
美
野
町
、
紀
美
野

平
成
20
年
度
き
の
く
に
舞
台
芸
術
祭
支
援
事
業

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
10
周
年
記
念

　

劇
団
ポ
プ
ラ　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

７
月
27
日（
日
）開
場･

午
後
５
時
15
分　

開
演･

午
後
６
時

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会「
夏
」

　

キ
ト
ラ
古
墳
の
壁
画
の
一
部
が

５
月
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

公
開
前
、
大
学
教
授
が
キ
ト
ラ
古

墳
に
つ
い
て
説
明
す
る
テ
レ
ビ
番

組
を
観
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

壁
画
の
十
二
支
が
描
か
れ
た
理

由
や
古
墳
の
立
地
条
件
は
、
中
国

か
ら
伝
わ
っ
た
陰
陽
道
や
風
水
思

想
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

模
型
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
、
楽
し

く
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山

や
谷
、
そ
の
地
域
の
地
形
を
全
体

で
と
ら
え
、
大
自
然
を
あ
り
の
ま

ま
と
り
い
れ
た
古
代
の
人
の
考
え

は
、
非
常
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

も
の
で
す
。
そ
れ
は
や
は
り
自
然

を
崇
め
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

古
代
人
が
作
り
あ
げ
た
も
の

を
、
現
代
の
私
た
ち
が
目
の
あ
た

り
に
す
る
ー
１
，
４
０
０
年
の
時

を
飛
び
越
え
て
、
古
の
人
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
と
め
ら
れ
た
ら
と

思
う
と
、
私
た
ち
も
宇
宙
の
よ
う

な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
人
間
に
な

れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

山　
　

彦　
　
　

第
35
号

青
春
ヒ
ー
ロ
ー
の
軌
跡 
尾
崎 

豊 

心
の
景
観

第
７
回
町
民
大
学
講
座

講
師　

数
学
博
士 

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
氏

町
教
育
委
員
会
、
和
歌
山

県
、（
財
）
和
歌
山
県
文
化

振
興
財
団

■
助
成　

和
歌
山
県
、

（
財
）
和
歌
山
県
文
化
振
興
財
団

■
協
賛　
（
財
）
和
歌
山
県
市

　

町
村
振
興
協
会　

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

■
整
理
券　

現
在
配
布
中

■
整
理
券
配
布
場
所

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀

野
地
区
公
民
館
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
美
里
支
所
、
国
吉
・

長
谷
毛
原
・
真
国
出
張
所

■
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

６
月
29
日
（
日
）

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

午
後
１
時
〜

宇
宙
と
星
に
関
す
る
講
座

午
後
１
時
30
分
〜

　

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
氏

に
よ
る
講
演
（
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

も
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。）

『
ワ
タ
シ
は
一
体
ナ
ニ
ジ
ン
な
ん
だ
ろ
う
』
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６
月
４
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

■
講
師　

中
本
久
美
さ
ん

（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

■
内
容　

「
心
で
聴
こ
う
子
ど
も
の
言

葉
、
心
で
観
よ
う
子
ど
も

の
姿
」

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
み･

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
ま
で

　

５
月
３
日
（
土
）
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
「
さ
よ
な
ら

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
収
益

の
一
部
を
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

か
ら
図
書
購
入
費
用
と
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
書
を
中

心
に
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

2008・5

図
書
館
だ
よ
り

「
図
書
購
入
費
用
い
た
だ
く
」

６
月
14
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

■
講
師　

み
さ
と
園
芸　

英
国

王
立
園
芸
教
会
ハ
ン
キ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー

　

阪
口
淑
子
さ
ん

■
対
象　

　

小
学
１
年
生
以
上

先
着
15
名
ま
で
（
作
品
を

持
ち
帰
る
の
で
保
護
者
の

方
の
送
迎
を
お
願
い
し
ま

す
。）

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物　

軍
手
・
エ
プ
ロ
ン
・

タ
オ
ル
・
す
い
と
う
・
移

植
ご
て
（
あ
れ
ば
持
っ
て

来
て
く
だ
さ
い
。）

■
申
込
み　

６
月
10
日
（
火
）
ま
で
に

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話　

４
８
９―

５
９
０
９
）

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・

文
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）

で
、
月
曜
〜
金
曜
日
の
放
課
後

を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

■
中
央
公
民
館

４
・
11
日　

か
さ
ぶ
く
ろ

わ
く
わ
く
！
じ
ど
う
か
ん

「
花
の
寄
せ
植
え
に

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」

子
育
て
講
演
会

　
（
た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級
）

「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」

ロ
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う

18
日　

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
（
野
い
ち
ご
の
会
）

25
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
つ

く
ろ
う―

パ
ズ
ル
ボ
ッ
ク
ス

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
日　

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
（
ほ
た
る
）

11
・
18
日　

か
さ
ぶ
く
ろ

ロ
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う

25
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作

ろ
う―

パ
ズ
ル
ボ
ッ
ク
ス

■
小
川
地
区
公
民
館

20
日
午
後
３
時
〜　

絵
本

の
読
み
聞
か
せ
と
人
形
劇

（
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
）

６
月
22
日
（
日
）
14
時
〜

み
さ
と
天
文
台
・
月
の
館

　

日
本
の
星
に
関
す
る
お
話
と

い
え
ば
、
宮
沢
賢
治
作
「
銀
河

鉄
道
の
夜
」。
こ
れ
か
ら
夏
に

向
け
て
見
や
す
く
な
る
銀
河
鉄

道
沿
線
の
星
座
な
ど
を
、
原
作

に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
現

在
、
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ

わ
か
や
ま
館
で
も
「
銀
河
鉄
道

の
夜
」
を
上
映
中
。

　

見
た
人
も
ま
だ
の
人
も
、
こ

の
教
室
で
原
作
に
ふ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
？

※
詳
細
は
天
文
台
ま
で

６
月
の
天
文
教
室
の
お
知
ら
せ

「
銀
河
鉄
道
沿
線
め
ぐ
り
」

　

６
月
２
日
か
ら
６
月
20
日
の

間
、
１
０
５
cm
反
射
望
遠
鏡
の

整
備
に
伴
い
天
文
台
が
終
日
休

館
い
た
し
ま
す
。
大
変
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

「
望
遠
鏡
整
備
に
伴
う
休
館
」

お
は
な
し
会

文
化
セ
ン
タ
ー

６
月
４
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）

中
央
公
民
館

６
月
18
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

　

佐
野
愛
梨
（
第
二
保
育
所
）

上
田
尚
弥
（
小
川
保
育
所
）

上
田
幸
哉
（
小
川
小
一
年
）

【
二
百
冊
】

　

安
平
楓
祥
（
第
一
保
育
所
）

【
三
百
冊
】

　

藤
々
木
寿
朱（
第
一
保
育
所
）

吉
見
成
未
（
第
二
保
育
所
） 

前
久
保
雄
基
（
下
小
四
年
）

西
脇
教
夫
（
野
中
一
年
）

應
地
峯
彩
季
（
野
中
二
年
）

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館　
　

■
「
風
花
」

川
上
弘
美
・
著

■
「
白
蝶
花
」宮

木
あ
や
子
・
著

■
「
食
堂
か
た
つ
む
り
」

小
川
糸
・
著

■
「
無
敵
の
北
京
」

ま
の
と
の
ま
・
著

■
「
地
球
環
境
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
」

地
球
環
境
研
究
会
・
著

■
「
ザ
リ
ガ
ニ
の
親
子 

チ
ョ

キ
く
ん
の
ひ
と
り
だ
ち
」

深
山
さ
く
ら
・
著

■
「
葉
っ
ぱ
の
あ
か
ち
ゃ
ん
」

平
野
隆
久
・
著

■
「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
ト
マ
ト
づ
く
り
」

あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き
・
著他

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
霧
の
ソ
ア
レ
」緒

川
怜
・
著

■
「
ジ
ー
ン
・
ワ
ル
ツ
」

海
堂
尊
・
著

■
「
逝
年
」　
石
田
衣
良
・
著

■
「
や
る
気
の
な
い
刺
客
」

佐
藤
雅
美
・
著

■
「
お
す
し
の
せ
か
い
り
ょ
こ
う
」

■
「
て
ん
ぐ
の
く
れ
た
め
ん
こ
」

■
「
木
の
実
の
け
ん
か
」

■
「
ほ
ん
と
の
お
お
き
さ
動
物
園
」他

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
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『
美
書
会
』

代
表　

潰
崎
光
子

　

美
し
い
仮
名
・
漢
字
・

硬
筆
・
手
紙
文
・
漢
字
仮

名
ま
じ
り
文
・
一
文
字
な

ど
、あ
な
た
の
「
好
き
な
書
」

「
読
め
る
書
」
に
親
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
は
、
毎
月
２
回
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で

自
分
の
好
き
な
書
を
か
い

た
り
、
書
い
て
き
た
書
を

披
露
し
た
り
、
大
人
も
子

ど
も
も
み
ん
な
和
気
藹
々

と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
祭
や
文
化

協
会
展
に
向
け
て
の
作
品

作
り
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

毎
回
、
童
謡
・
般
若
心
経
・

２
文
字
作
品
な
ど
テ
ー
マ

を
決
め
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
自

由
に
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

午
後
７
時
30
分
〜

●
場
所　

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　

５
月
17
日
・
18
日
は
作
品
展

示
と
お
茶
席
、
ま
た
、
18
日
は

芸
能
発
表
会
が
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
連
日
た

く
さ
ん
の
方
々
が
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
ど
の
部
門
も
日
頃

の
成
果
が
出
さ
れ
、
大
変
好
評

で
し
た
。

　

４
月
27
日
（
日
）
紀
三
井
寺

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
海

南
市
民
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
に
お
い
て
、
の
か
み
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち
が

見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

以
下
は
主
な
成
績
で
す
。

【
小
学
生
男
子
の
部
】

■
二
年
生
百
ｍ
第
一
位
下
垣
内

眞
紀
■
三
年
生
百
ｍ
第
三
位
田

村
彰
規
■
四
年
生
百
ｍ
第
一
位

西
村
慎
吾　

第
二
位
下
垣
内
皓

紀
■
五
年
生
百
ｍ
第
一
位
久
保

拓
巳　

第
二
位
織
田
健
吾
■
六

年
生
百
ｍ
第
三
位
高
松
知
史
■

四
年
生
以
下
八
百
ｍ
第
三
位
田

村
彰
規
■
五
年
生
八
百
ｍ
第
三

位
田
原
弘
登
■
四
年
生
以
下
走

幅
跳
第
二
位
下
垣
内
皓
紀　

第

三
位
小
谷
厚
起
■
五
年
生
走
幅

跳
第
一
位
久
保
拓
巳　

第
二
位

織
田
健
吾　

第
三
位
鶴
田
曙
也

■
四
年
生
以
下
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
第
一
位
田
村
彰
規　

第
二
位

向
翔
輝　

第
三
位
坂
口
直
磯
■

五
年
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
第
一

位
久
保
拓
巳　

第
二
位
織
田
健

吾　

第
三
位
鶴
田
曙
也
■
四
×

百
ｍ
Ｒ
第
二
位
坂
口
雅
弥
・
久

保
拓
巳
・
織
田
健
吾
・
高
松

知
史

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
二
十
六

有
形
文
化
財　

野
上
八
幡
神
社
本
殿

祭さ
い
じ
ん神　

応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
玉た

ま
よ
り
ひ
め

依
姫
命

　

社
伝
に
よ
れ
ば
、
欽
明
天
皇
の

時
代
に
こ
の
地
を
相
し
て
、
応
神

天
皇
の
霊
を
勧か

ん
じ
ょ
う請
し
て
社
殿
を

造
営
し
た
の
に
始
ま
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
一
条
天
皇
の
永
延
元

年
（
九
八
七
）
石い

わ
し
み
ず

清
水
八
幡
宮
の

別べ
つ
ぐ
う宮
と
な
り
ま
す
。

●
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
仙
洞

よ
り
阿
波
の
国
司
に
詔
し
て
本

社
、
末ま

っ
し
ゃ社
、
雑ぞ

う
し
ゃ舎
に
至
る
ま
で
造

営
●
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
根

来
衆
徒
の
来
襲
に
よ
り
焼
失
●
弘

治
三
年
（
一
五
五
七
）
再
建
に
着

手
。
七
月
二
十
七
日
棟
上
●
永
禄

十
三
年
（
一
五
七
〇
）
九
月
五
日

竣
成
遷
宮
（
棟む

な
ふ
だ札
に
よ
る
）

　

当
境
内
に
お
い
て
、
も
っ
と
も

尊
厳
の
対
象
と
な
る
べ
き
本
殿

が
、
比
較
的
簡
素
な
形
態
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
室
町
時
代
末
再

建
の
も
っ
と
も
初
期
の
工
事
と

し
て
着
工
さ
れ
た
も
の
で
、
弘
治

三
年
上
棟
は
本
殿
だ
け
で
、
永
禄

十
三
年
に
は

主
要
社
殿
・

仏
堂
が
竣
工

し
て
一
応
の

体
裁
が
整
っ

た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

【
小
学
生
女
子
の
部
】

■
三
年
生
百
ｍ
第
三
位
中
浴
成

美
■
四
年
生
百
ｍ
第
一
位
日
裏

ひ
な
の
■
六
年
生
百
ｍ
第
一

位
湯
川
理
紗　

第
二
位
西
川

実
里　

第
三
位
山
東
真
緒
■

五
年
生
八
百
ｍ
第
一
位
上
中
麻

瑚
■
六
年
生
八
百
ｍ
第
二
位
湯

川
理
紗　

第
三
位
吉
田
侑
未
■

四
年
生
以
下
走
幅
跳
第
一
位
日

裏
ひ
な
の　

第
二
位
西
川
綾
乃

■
五
年
生
走
幅
跳
第
三
位
上
中

麻
瑚
■
六
年
生
走
幅
跳
第
一
位

西
川
実
里
■
四
年
生
以
下
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
第
一
位
日
裏
ひ
な

の　

第
三
位
大
畑
響
■
五
年
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
第
一
位
向
由

帆
■
六
年
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

第
一
位
吉
田
侑
未
■
四
×
百
ｍ

Ｒ
第
一
位
山
東
真
緒･

中
津
夏

鈴
・
湯
川
理
紗
・
西
川
実
里　

第
三
位
日
裏
ひ
な
の
・
上
中
麻

瑚
・
向
由
帆
・
吉
田
侑
未

第
３
回
文
化
協
会
展
・

　
　

芸
能
発
表
会
終
わ
る

海
南
市
陸
上
競
技
で
大
活
躍
！
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「
新
人
の
紹
介
」

　

こ
の
４
月
に
海
の
向
こ
う
の

徳
島
県
か
ら
来
ま
し
た
吉
住
千

亜
紀
で
す
。
こ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
、
み
さ
と
天
文
台
の
客
員
研

究
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま

す
。

　

私
は
こ
ち
ら
に
来
る
ま
で
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
働
い
て
い
ま

し
た
。
天
文
台
と
違
っ
て
曇
り

の
日
も
雨
の
日
も
、
満
天
の
星

空
が
仕
事
場
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
星
座
や
話
題
の
天
文
現
象
の

お
話
を
し
た
り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
番
組
を
企
画
・
制
作
し
た

り
・
・
・
ま
た
そ
ん
な
こ
と
を

お
話
で
き
る
機
会
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
新
１
年
生
が
生
徒
会
に
入
会
」

　
　
　

紀
美
野
町
立
美
里
中
学
校

　

今
年
の
新
１
年
生
は
11
名
で
、

新
た
な
学
校
生
活
や
授
業
に
も

慣
れ
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

当
校
の
生
徒
会
は
、「
生
徒
の

自
主
的
な
活
動
に
よ
り
、
規
則

正
し
く
豊
か
な
学
校
生
活
を
実

現
す
る
。」
こ
と
を
目
的
に
生
徒

全
員
で
組
織
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
生
徒
会
活
動
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
新
入
生
が
新
た
に
加

入
す
る
「
生
徒
会
入
会
式
」
が

４
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
入
生
に
「
生
徒
会

の
一
員
と
し
て
自
覚
を
持
た
せ

る
」
た
め
に
、
毎
年
、
執
行
部

が
計
画
立
案
し
て
、
委
員
会
や

部
活
動
の
協
力
を
得
て
自
分
達

で
実
施
す
る
も
の
で
す
。
内
容

は
、
生
徒
会
長
か
ら
「
学
校
生

活
の
き
ま
り
と
心
得
」
の
説
明

や
、
組
織
や
行
事
・
専
門
委
員

会
の
紹
介
な
ど
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。
ま
た
、ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
姿
で
技
術
の
披
露
な
ど
部
活

動
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、５
月
１
日
の
「
新

入
生
歓
迎
会
」
で
は
、
１
年
生

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
に
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
親

睦
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、
生
徒

会
の
専
門
委
員
会
を
チ
ー
ム
と

し
た
１
年
〜
３
年
の
縦
割
り
の

グ
ル
ー
プ
で
、５
チ
ー
ム
の
リ
ー

グ
戦
を
行
い
職
員
も
入
っ
て
の

ゲ
ー
ム
に
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー

が
あ
り
と
て
も
楽
し
い
歓
迎
会

で
し
た
。

　

今
で
は
、
１
年
生
は
良
き
先

輩
を
見
習
っ
て
挨
拶
運
動
や
空

き
缶
集
め
な
ど
生
徒
会
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
行
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
職
場

体
験
や
学
校
行
事
等
で
地
域
の

方
々
や
町
内
の
皆
様
と
接
す
る

機
会
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

歌
の
小
道

鉢
巻
の
子
を
肩
車
メ
ー
デ
ー
歌　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

テ
レ
ビ
よ
り
高
校
講
座
目
借
時　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

雲
の
流
れ
て
春
愁
の
風
見
鶏　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

細
き
字
に
ル
ー
ペ
動
か
す
日
永
か
な　
　
　
　
　

松
山
亜
以
子

蝌
蚪
の
池
は
ら
か
ら
の
群
ま
だ
解
か
ず　
　
　
　

手
拝
な
を
み

脚
を
病
む
友
に
手
を
貸
し
啄
木
忌　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

山
住
み
の
絶
え
ぬ
沢
音
柳
鮠　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

ほ
う
ほ
う
と
山
鳩
の
鳴
く
茶
摘
か
な　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

日
和
で
も
雨
で
も
眠
気
目
借
時　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

春
の
山
日
ご
と
色
づ
く
め
ぐ
り
逢
う　
　
　
　
　
　

浴　

俊
夫

ふ
ら
つ
い
た
足
に
命
を
考
え
る　
　
　
　
　
　
　
　

田
渕
竜
男

ど
く
だ
み
の
八
重
の
白
花
活
け
あ
り
て
な
ぜ
か
帰
ら
ぬ
人
ら
寄
り
来
る

貝
野
千
鶴
子

孫
と
来
て
母
の
墓
前
に
香
を
手
向
く
ゆ
る
や
か
な
刻
の
な
が
れ
ゆ
く
丘

角
谷
と
し
み

別
住
の
我
等
や
も（

犬
）も

を
見
廻
り
て
な
に
げ
な
く
去
る
息

こ
子
の
温
か
さ

黒
西
葉
子

家
に
居
て
何
し
て
ん
の
と
言
う
人
よ
一
人
あ
そ
び
に
慣
れ
て
を
り
ま
す

河
野
昭
子

ふ
る
里
の
家
に
連
な
る
思
い
出
の

　
　
　
　
　
　

山
道
に
咲
く
桐
の
む
ら
さ
き　
　
　

寺
岡
幸
子

好
天
に
恵
ま
れ
風
も
な
き

　
　
　
　
　
　

一ひ

と

ひ日
老
ら
一
行
花
見
の
宴　
　
　
　

椎
山
初
子

お
お
か
た
は
高
齢
農
夫
山
畑
に

　
　
　
　
　
　

エ
ン
ジ
ン
の
音
早
朝
よ
り
鳴
る　

梶
谷
美
瑳
子

咲
き
盛
る
四
十
万
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

美
麗
を
誇
り
里
の
楽
園　
　
　
　
　

森
下
玉
子

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り
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〜
危
険
物
安
全
週
間
〜

　

６
月
８
日
〜
６
月
14
日
は

　
　

危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

台
風
や
集
中
豪
雨
の
備
え
は

万
全
で
す
か
！

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り

局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
、
台
風

の
大
型
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
特

に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
台
風

に
よ
り
梅
雨
前
線
が
活
発
と
な

り
局
地
的
な
集
中
豪
雨
の
発
生

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
集
中
豪
雨

や
台
風
は
、
避
け
る
事
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
普
段
か
ら
の
対
策

で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

事
が
出
来
ま
す
。

○
気
象
情
報
を
把
握
す
る
た

め
、
携
帯
ラ
ジ
オ
を
有
効
利

用
す
る
。

○
む
や
み
に
外
出
し
な
い
。
強

風
に
よ
り
瓦
が
飛
ん
で
く

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
増
水
し
た
河
川
や
谷
、

水
路
に
は
近
づ
か
な
い
。

○
家
の
周
り
に
飛
ば
さ
れ
そ
う

な
物
を
置
か
な
い
。
事
前
に

固
定
す
る
か
片
付
け
て
お
く
。

○
戸
や
窓
の
す
き
間
に
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
を
貼
る
。
雨
戸
が

あ
れ
ば
閉
め
る
。

○
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
等

を
用
意
す
る
。
予
備
電
池
も

忘
れ
ず
に
。

○
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う

に
非
常
持
ち
出
し
袋
を
用

意
す
る
。
ま
た
、
断
水
に
備

え
飲
料
水
を
確
保
し
て
お

く
。
地
震
発
生
時
に
も
活
用

で
き
る
。

○
被
害
が
出
そ
う
で
あ
れ
ば
、

早
め
に
避
難
す
る
。

○
避
難
場
所
と
避
難
コ
ー
ス
を

確
認
し
て
お
く
。

○
避
難
す
る
と
き
は
近
隣
の

人
と
一
緒
に
避
難
し
、
ガ
ス

の
元
栓
や
戸
締
り
を
し
て
お

く
。

○
斜
面
か
ら
土
砂
が
バ
ラ
バ
ラ

と
落
ち
始
め
た
り
、
水
が
吹

き
だ
し
た
り
、
流
れ
て
い
た

水
が
急
に
止
ま
っ
た
り
、
斜

面
に
亀
裂
が
発
生
す
れ
ば
早

急
に
避
難
が
必
要
で
す
。
土

砂
崩
れ
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

※
災
害
時
の
防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜

滝
・
鎌
滝
と
同
じ
呼
び
名
の
地

区
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の

防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て
は
、

野
上　

長
谷
（
ノ
カ
ミ　

ナ
ガ

タ
ニ
）・
美
里　

永
谷
（
ミ
サ

ト　

ナ
ガ
タ
ニ
）、
野
上　

釜

滝
（
ノ
カ
ミ　

カ
マ
タ
キ
）・

美
里　

鎌
滝
（
ミ
サ
ト　

カ
マ

タ
キ
）
と
放
送
し
ま
す
の
で
、

お
聞
き
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

※
火
災
発
生
状
況
案
内
に
つ
い
て

　

紀
美
野
町
内
で
の
火
災
発
生

状
況
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
℡
４
８
９―

６
６
７
７

に
お
掛
け
く
だ
さ
い
。（
火
災

状
況
が
録
音
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ

る
応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で

す
。
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、

あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

　

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち

の
方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今

年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
下
さ
い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の

習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

　
　

す
る
こ
と

講
習
時
間 

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

講
習
料　

無　

料

申
し
込
み
期
限　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前

月
20
日
ま
で
（
６
月
20
日
）

　申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部
警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

そ
の
他　

 

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改

め
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。　

 

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等

団
体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

4月の消防の動き
●火災発生件数…………………0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 25（１） （　） 25（１）
一 般 負 傷 4（２） （　） ４（２）
交 通 事 故 3（　） （　） 3（　）
そ の 他 ４（　） （　） ４（　）
合 計 36（３） （　） 36（３）
※（　　　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
20
年
７
月
６
日
（
日
曜
日
）
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日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）

　２日（月） 天文台休館（全日）【～２０日（金）】 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

４日（水）

〃
〃

10:00 ～
14:30 ～

移動町長室【25日（水）】

たんぽぽふれあい学級（子育て講演会）
おはなし会

美里支所

中央公民館
文化センター

総務課
総務・税務室
生涯学習課
文化センター

489-5912
495-3471
489-5915
495-9055

５日 （木）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【８日（日）・２２日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

９日（月） 9:00 ～ 紀美野町議会（第２回定例会）開会 役場議場 議会事務局 489-5914

１４日（土）13:30 ～ わくわく児童館 青少年センター 青少年センター 489-5909

１８日（水）
〃

14:30 ～
17:30 ～

おはなし会
役場窓口業務時間延長【～２０：００】

中央公民館
役場本庁
美里支所

生涯学習課
住民課
住民・福祉室

489-5915
489-5903
495-3463

２０日（金）15:00 ～ おはなし会と人形劇 小川地区公民館 小川地区公民館 489-4511

２４日（火）13:00 ～ 高齢者学級 長谷毛原健康センター 生涯学習課　　 489-5915

２５日（水）10:00 ～ 高齢者学級 かしこ荘 生涯学習課 489-5915

２９日（日）13:00 ～ 町民大学講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915

6月

人の動き
総人口………… 11,446人
 　男　………… 5,322人
 　女　………… 6,124人
 世帯数………… 4,647世帯

（平成20年4月末現在）

紀美野町面積128.31km2

　６月、山々の木々が一段と緑を深める季節を迎えま
した。
　そして、もうすぐ梅雨を迎えます。雨は、農作物や
私たちの生活には無くてはならないものです。高温多
湿と過ごしにくいですが、健康管理には十分気を付け
てお過ごしください。

編 集 後 記

人権擁護委員制度を御存知ですか。

　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　全国人権擁護委員連合会では、６月１日を「人権
擁護委員の日」と定め、この日を中心として皆さん
とともに一層の人権尊重思想の啓発に努めることを
申し合わせております。
　紀美野町には、町長から推薦されて、法務大臣が
委嘱した次の人権擁護委員がおります。

　特設人権相談所を開設しますので、人権につい
ての悩み事についてご相談を承ります。
　是非、この機会をご利用下さい。

　と　き　６月６日（金）午前１０時から午後３時まで
　ところ　中央公民館 控室　　
　　　　　　地域資源総合開発センター２階
　　　　　　相談は無料で秘密は守られます。

氏名 住所 氏名 住　所
横山　和彦 中　田 小壷　醇子 鎌　滝
向井　小夜子 下佐々 東浦　弘至 菅　沢
東芝　　學 小畑 平林　純子 毛原宮

～北海道洞爺湖サミットの成功に向けて～

　本年７月７日から９日まで北海道洞爺湖サミットが開
催されます。
　我が国はオサマ・ビンラディンのものとされる声明等
において、テロの標的として名指しされている他、現在
米国で拘束中のアル・カーイダ幹部が在日米国大使館を
破壊する計画等に関与したと供述するなど、北海道洞爺
湖サミットに対する国際テロの脅威は、九州・沖縄サミッ
ト開催時と比較して格段に高くなっています。
　関西でも、環境大臣会議、財務大臣会議、外務大臣会
議が開催されることから、サミット会場を直接狙うテロ
だけではなく、重要施設や公共交通機関等に対するテロ
が懸念されます。
　警察では、サミットの成功に向け、全国警察が警備の
万全を期すこととしています。
「私たちの町にテロリストを入れない」｢私たちの町でテ
ロを起こさせない ｣ために、不審な人や車、荷物など、「あ
やしいな。おかしいな」と思ったら、どんな情報でも結
構ですので、最寄りの警察署、交番、駐在所まで通報を
お願いします。

海南警察署　℡ ０７３－４８２－０１１０
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観光シーズン
到　来

約
３
，０
０
０
人
の
観
光
客
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
う
!!

約
３
，０
０
０
人
の
観
光
客
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
う
!!

生
石
高
原
山
開
き

　

４
月
29
日
（
祝
）
に
生
石
高
原
の
山
開

き
が
行
わ
れ
、県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
３
，

０
０
０
人
の
観
光
客
ら
で
大
変
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

午
前
11
時
か
ら
登
山
者
ら
の
安
全
を
祈

願
す
る
神
事
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
生
石
高

原
観
光
協
会
会
長
（
寺
本
町
長
）
ら
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕

が
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
、
さ
わ
や
か
な
風
の
吹
く
山
頂
で

は
、
観
光
客
ら
が
弁
当
を
食
べ
た
り
、
子

ど
も
た
ち
が
斜
面
で
そ
り
遊
び
を
楽
し

ん
だ
り
、
ま
た
、「
野
上
八
幡
太
鼓　

鼓こ

こ

ろ
々
楽
」
に
よ
る
演
奏
や
景
品
付
き
餅
投

げ
も
あ
り
、
春
の
一
日
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

景品付き餅投げ

テープカット登山客らの安全を祈願する神事

紀美野町総合運動場
多目的人工芝グラウンド

少年サッカー大会を開催！！少年サッカー大会を開催！！少年サッカー大会を開催！！
５月１０日にオープニングセレモニー

　５月 10 日（土）、総合運動場（若もの広場）の多目的
人工芝グラウンドの完成を記念して、オープニングセレ
モニーが開催されました。
　当日はあいにくの雨となりましたが、町長、議長、教
育長が出席し、あいさつの後、始球式がおこなわれまし
た。
　また、第 32 回全日本少年サッカー大会（予選）も同
時に開催され、子ども達は完成したばかりの人工芝グラ
ウンドの感触を楽しみながら、元気いっぱいのプレーを
繰り広げていました。

オープニングセレモニー

寺本町長による始球式

第
32
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

（
県
大
会　

海
南
海
草
、
日
高
ブ
ロ
ッ

ク
合
同
予
選
【
４
年
生
】）


